
 
低ホルムアルデヒド合板の開発と安全性の評価
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背景と⽬的

 近年，化学物質による室内空気汚染，いわゆるシックハウスが社会問題になっている。1997年６⽉には厚⽣省がホル
ムアルデヒドの室内濃度指針値（0.08ppm）を⽰した。⼀⽅，農林⽔産省では1980年からすでに，合板のJAS規格（⽇
本農林規格）の中にホルムアルデヒド放散量試験⽅法と基準値を規定してきた。しかし，JAS規格の試験⽅法（材料試
験）は，室内濃度を直接測定するものではない。そこで，JAS試験の基準値と室内濃度との関係を明らかにし，針葉樹合
板の安全性を評価することを⽬的として，針葉樹単板・合板のホルムアルデヒド放散量を測定した。

成 果

 最近開発されたホルムアルデヒドを含
まない接着剤（⽔性⾼分⼦・イソシアネ
ート系接着剤）またはホルムアルデヒド
含有量の少ない接着剤（フェノール接着
剤と改良型ユリア接着剤）を⽤いて合板
を製造し，JAS規格に従ってホルムアル
デヒド放散量を測定した（図１）。その
結果，以下のことが分かった（図２）。

図１. JAS規格のホルムアルデヒド放散量試験

試験⽚から放散し蒸留⽔に吸収されるホルムアル
デヒドの⽔中濃度が測定される

・ 天然の⽊材からもホルムアルデヒドが放散する（ホルムアルデヒドは⾷品などにも含まれていることが知られてお
り，もともと天然に存在する化学物質である）。

・ ホルムアルデヒドを含まない⽔性⾼分⼦・イソシアネート系接着剤による新しい合板の放散量は天然の⽊材とほぼ
同じである。

・ フェノール接着剤による合板はJAS規格の中の最も厳しい区分であるＦ１の基準値（0.5mg/・）をほぼ満⾜した。

・ 改良型ユリア接着剤による合板については，広葉樹（メランチ）はＦ１の基準値を満⾜したが，その他の針葉樹で
はＦ１の基準値を超えた。ただし，Ｆ１の基準値を超えた合板についても室内で３週間放置すると放散量は0.28mg/・
以下まで低下した。３週間後の放散量（JAS試験値）から室内濃度を計算すると，厚⽣省の指針値をほぼ満⾜できること
が分かった（表１）。従って，JAS試験によるホルムアルデヒド放散量が1.5mg/・程度以下の低ホルムアルデヒド合板
は，３週間後には下地⽤としてはもちろん内装材として⽤いても厚⽣省の室内濃度指針値をほぼ満⾜できることが分か
った。ただし，室内濃度は温度・湿度・換気量・材料表⾯積などの影響で変化するため，材料選択とともに換気量の確
保などが実際の住宅では極めて重要であることが分かった。

図２. 針葉樹単板・合板のホルムアルデヒド放
散量（JAS試験値）

表１. 改良型ユリア接着剤による合板を内装材とし
たときの室内濃度予測値

換算式︓C=(0.158D+0.017)×1.09(t-
23)×{(h+55)/100}×2/(1+Q/S)

 化学物質の中で室内濃度指針値が⽰されているのはホルムアルデヒドだけなので，可塑剤やVOC（揮発性有機化合
物）などの化学物質を含んでいることが問題視されているその他の材料に⽐べて，低ホルムアルデヒド合板は安全性を
明確にできる材料である。
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